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港湾環境下における鋼構造物の防食対策として施工されているぺトロラタム被覆防食工法の

適切な維持管理手法の構築が求められている.本研究では,維持管理手法の構築に彪、須となる

材料および工法の劣化機構を解明するために種々の検討を行った.第1章は本論文の序論であ

り,背景および目的を述べた.第2章は港湾環境下における鋼材腐食のメカニズムや腐食,

特性を示し,被覆防食の理論を説明するとともに既往の研究と既存の維持管理手法の問題

点について示した.第3章は実構造物に施工されたぺトロラタム防食材の回収・劣化評価

を実施し,未使用品の防食材を用いて作製した模擬試験体における試験結果と比較するこ

とで防食材の劣化機構について検討した.第4章は実構造物に施工されたFRPを回収・分

析し,実験室内における劣化促進試験結果と比較することで劣化機構についての評価を行

つた.第5章では第3章と第4章での結果から,ペトロラタム被覆防食工法部材における

劣化機構について,飛沫帯・干満帯・海水中の設置環境ごとに検討を行った結果を纏めた

第6章は第3章から第5章で得られた結果を纏めた新たな維持管理手法をフローチャート

によって示L,材料の定量的な劣化評価手法やモニタリング手法,新材料の使用および新

施工手順について提案した.第7章ではぺトロラタム防食材および FRP,被覆防食工法の

劣化機構について設置環境別に総括するとともに,新たな維持管理手法について纏め,今

後の課題を提示した

要

論文内 の 要

本研究は,港湾環境下に暴露されたぺトロラタム被覆防食工法部材を回収し,実験室内模擬

試験体の評価結果と比較することで,材料および工法の劣化機構について検討を行い,そ

れに基づく新たな維持管理手法の提案を行ったものである.第3章では,ペトロラタム防

食材の劣化は酸化による低分子量化として現われ,特に直射日光等の温度の影響を受けや

すい飛沫帯では,物理的欠陥が鋼材の腐食を引き起こすことを実環境下暴露材と模擬試験

体との比較により明らかにした.また,物理的な欠陥は防食材の基布である不織布の縫い

目部分を起点とし,欠陥部は特定の物質の欠落によるものではなく,防食材全体が欠落す

ることにより生じることを検討結果より明らかにした.第4章では, FRP 部材の劣化につ

いて評価を行い,表面のポリエステル樹脂が酸化反応および加水分解反応を生じることで

強度低下につながること,また,その反応は表面から深さ方向へ順次進行していくととを

明らかにした.また,強度低下は,酸化反応による劣化よりも加水分解の影響の方が大き

いことを実証した.第5章では,鋼材の腐食を意味する被覆防食工法の劣化はぺトロラタ

ム防食材の劣化によるものと結論付け,また設置環境ごとの評価結果より,飛沫帯におい

て劣化傾向が現れやすいことを明らかにした.第6章では,既存の部材維持管理の基とな

る外観目視観察評価法に代わり,評価の確実性や作業の効率化を図る指針として,飛沫帯

に着目した新たな維持管理手法をフローチャートとして示し,定量的劣化判定基準,新規

モニタリング手法,施工手順などを併せて提案した.本研究で得た種々の知見は学林珀勺に

斬新な内容であり,また新たに提案した維持管理手法は画期的かつ実用的に高い意義を有
するものである

以上により,本論文は博士(工学)の学位に相当するものと判定した
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